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図 

8.5-7 等時間日影図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 7.5-3(1) 等時間日影図（事後調査結果） 
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図 7.5-3(2) 等時間日影図（予測結果） 
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 イ 予測条件の状況 

①計画建築物の状況（配置、高さ、形状等） 

計画建築物の状況は図 5.2-3～5（p.10～15）に示したとおりである。 

 

②周辺建築物の状況（立地、高さ、形状等） 

周辺建築物の状況は図 7.5-4に示すとおりであり、北東側に戸建住宅、北側にマンション

が新たに設置されている。 

 

 ウ 環境保全のための措置の実施状況 

環境保全のための措置の実施状況は、表 6.5-1に示したとおりである（p.31参照）。 
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7.5.5 予測結果と事後調査の結果との比較検討 

(1)日影が生じることによる影響に特に配慮すべき施設等における日影となる時刻及び時間数

等の変化の程度 

計画建築物の位置及び形状は評価書時点の計画どおりであり、冬至日の日影時間は、地点

1においては約 3時間 5分（約 185 分）増加し、地点 2においては約 1時間 10分（約 70分）

増加すると予測していた。事後調査結果は地点 1、2ともに計画建築物による日影時間は予測

結果と同じであった。なお、地点 1 において戸建住宅が建設されたことにより午前中の日影

時間が増加している。 

 

(2)計画建築物の設置に伴う冬至日における日影の範囲、日影となる時刻及び時間数等の変化の

程度 

計画建築物の位置及び形状は、評価書時点の計画どおりであり、計画建築物による日影の

範囲、日影となる時刻及び時間数は予測結果と同じであった。 

 

 

 

  


